
 

 

（様式第 5号） 

市民協働推進モデル事業報告書 
 

 

実
施
団
体 

代表実施団体 特定非営利活動法人岡山ニャンとかし隊（担当者 廣畑佐知子 ） 

合同実施団体 
（＊協議体・実行

委員会等で実施し

た場合、構成団体

をすべて記載して

ください。） 

 

 

 

（担当者           ） 

 

 

 

岡山市の担当課等 

 

課名 

 

岡山市保健所衛生課 

 

電話 086-803-1257 

 

担当者 

職名 
課長補佐 

職名 
 

氏名 丸山稔 氏名  

 

事業の名称 地域猫活動の普及啓発事業及び活動推進事業 

 

 

達成した定性的効果

と定量的効果 

※アンケートなどあ

れば添付してくださ

い。 

 

①所有者のいない猫対策セミナー開催/各回参加者10名以上 

7月7日（岡南公民館）：24名 

7月28日（操山公民館）：25名 

8月18日（北公民館）：17名 

9月22日（御南西公民館）：5名（台風の影響あり） 

妹尾公民館 ： 22名 

参加合計人数 93名 全5回の平均：18.6名 

・「所有者のいない猫対策講座」「ボランティア養成講座」で協働して対策について説明すること

で、具体的な活動内容と活用できる制度を一度に伝えることができ、・実際に活動を開始した団

体及び昨年度活動を始めた団体のフォローも含めて：8団体・41匹の不妊化手術につながった。 

内39匹に対して保護・搬送サービスをおこなった。 

ボランティア養成講座から2名参加 

【添付資料】 

・イベント報告書 

・各セミナー参加者アンケート 

・保護・搬送支援サービス申込書 

 

②保護・搬送支援サービスボランティア養成/年間10名 

→ボランティア養成講座開催 参加者12名 内ボランティア参加3名 

→養成セミナー開催だけでなく、岡山理科大学専門学校、岡山大学での説明会開催を実施し、学

校やボランティアグループとの連携をはかった。特に岡山理科大学専門学校は動物看護学科や

動物飼育学科に属する学生に飼い主のいない猫と接する経験を提供できることから相補的かつ

継続的な連携につながった。 

ボランティア参加22名 

【添付資料】 

イベント報告書 

 

③前年度講座参加者の活動支援/3団体 

→アンケート調査の結果、前年度の講座後に地元での説明会開催を希望されたのは 8 町内会。

うち 4 つの町内会ではすでに活動への取組がはじまっていた。残りの 4 つの町内会に追加で状

況を確認したところ、2つの町内会にてすでに問題が解消されていたほか、残りの2町内会とは

連絡が取れなかったため、活動支援を実施しなかった。 



 

 

前年度出席者：54世帯送付 回答数19 

今年度出席者：79世帯送付 回答数38 

【添付資料】 

2018年度参加者フォローアップアンケート集計 

2019年度参加者フォローアップアンケート集計 

 

④パッケージの磨き上げ 

→説明資料の内容を時系列で整理したほか、実物の写真を多用した。 

→講座以外でも町内会を対象とした「捕獲支援」や「搬送支援」などの支援メニューを整理する

ことができた。 

→取り組みについて身近に感じて貰えるよう過去の例を掲載した事例集を作成して配布した。 

→前年度作成したパンフレットを精査し、必要な修正を行った。 

 

⑤一般施策化に向けた取り組み 

新規に所有者のいない猫対策に取り組み、岡山市保健所の地域猫活動支援事業を利用する団体

等を対象とした補助金制度が創設されることになった。内容は希望者が上限 2 万円の補助金を

利用して岡山ニャンとかし隊をはじめとする市内の実践団体から「捕獲支援」「搬送支援」や「出

張相談」などの支援を受けられるようになる。 

また、出張説明会については岡山市保健所から岡山ニャンとかし隊を1回2ｈ/5,000円、年間6

回地域へ講師派遣して実施する準備ができた。 

さらに、岡山市保健所は申請書類の作成代行について委託化を検討している。 

 

⑥一般施策化を模索する中で、様々な協力者を得ることができた。 

→岡山市保健所の地域猫活動支援事業を補完する形で実施した所有者のいない猫対策 T.N.R.事

業を2回実施 

→岡山県獣医師会の協力を得るきっかけとなった 

→岡山県獣医師会主催事業となり、岡山市獣医師プロボノメンバー、岡山理科大学専門学校学

生ボランティア、岡山ニャンとかし隊の岡山市グループ（仮称）が来年度から 2ヶ月に1回 10

匹ずつ、助成金価格内での猫の不妊化手術実施が実現した。 

→不妊化手術の実施体制を作ることができたため、猫の問題を抱えていたが、島に獣医がない

ため、対策に進めなかった犬島の猫の問題を解決できる糸口となった。 

→岡山市保健所が地域と調整、3/13猫実態調査を実施→5/14手術予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

市と協働した内容と

協働の効果 

１.団体が果たした役割 

●前年度参加者・今年度参加者の活動支援アンケート調査のための資料を作成・送付準備をし

た。 

内容：アンケート用紙、出張説明会チラシ、岡山ニャンとかし隊相談会チラシ、所有者のいない

猫対策事例集作成 

●所有者のいない猫対策セミナー資料として「地域猫活動普及パッケージ」を精査し、修正を加

えた。取り組みについて身近に感じて貰えるよう過去の例を掲載した事例集を作成した。 

内容：「所有者のいない猫対策は人と猫との調和から」（活動概要説明パンフレット） 

  ：所有者のいない猫対策セミナーパワーポイント 

  ：所有者のいない猫対策事例集 

●「所有者のいない猫対策セミナー」5回及び「ボランティア養成講座」1回に参加した。具体

的な活動内容や猫の捕獲方法の説明を行なった。要望に応じて、現地で猫の保護・搬送支援サー

ビスを行なった。 

●地域の所有者のいない猫対策協力ボランティアを育成するために、岡山理科大学専門学校、

岡山大学での説明会開催に参加し、学校やボランティアグループとの連携をはかった。 

活動広報のために、環境学習センターアスエコ主催のパネル展に参加した。 

将来のボランティア養成のため、岡山大学附属中学校の学生が各団体に訪問する学校行事キャ

リアフィールド訪問に参加し、動物病院とともに学生に動物愛護や活動の内容や必要性につい

て説明した 

２.岡山市の担当課が果たした役割 



 

 

●前年度参加者・今年度参加者の活動支援アンケート調査のための資料送付・回収し、アンケー

トを集計した。 

●「所有者のいない猫対策セミナー」5回及び「ボランティア養成講座」1回を開催・調整・広

報した。 参加人数：合計93名 

要望に応じて、地域での調整を行い、伴走支援へ仲介した。 

●地域の所有者のいない猫対策協力ボランティアを育成するために、岡山理科大学専門学校、

岡山大学での説明会開催を主催し、学校やボランティアグループとの連携をはかった。 

活動広報のために、市政テレビで地域猫活動支援事業について説明した。 

将来のボランティア養成のため、岡山大学附属中学校の学生が各団体に訪問する学校行事キャ

リアフィールド訪問に参加し、動物病院とともに学生に動物愛護や活動の内容や必要性につい

て説明した。 

●一般施策化に向けての調整を行い、具体化した。 

 

３．協働した効果 

・「所有者のいない猫対策講座」「ボランティア養成講座」参加人数：93名 

・保健所衛生課との協働開催のため、町内会などに案内がしやすく、参加者の増加につながっ

た。また、参加者に市の施策と具体的な活動の両方を一度に伝えられ、所有者のいない猫対策

についての理解と共感が得られやすかった。 

・実際に活動を開始した団体：8団体・41匹の不妊化手術につながった。内 39匹に対して保

護・搬送サービスをおこなった。 

・行政が得意とする関係機関や地域への説得・調整・支援によって民間団体だけでは難しい事

業を実施することができた。 

・新規に所有者のいない猫対策に取り組み、岡山市保健所の地域猫活動支援事業を利用する団

体等を対象とした補助金制度が創設されることになった。 

・一般施策化を模索する中で、様々な協力者を得ることができた。 

岡山市獣医師プロボノメンバー、岡山理科大学専門学校学生ボランティア、岡山ニャンとかし

隊の岡山市グループ（仮称）が来年度から 2ヶ月に 1回 10匹ずつ、助成金価格内での猫の不

妊化手術実施が実現した。 

 

 

 

事業の内容 

 

※事業内容が具体的

にわかる資料を添付

してください。（チラ

シ、報告書、写真等） 

①前年度及び今年度対策講座参加者に対する活動推進事業 

→講座で配布した資料を持ち帰り、読んだことで活動に対する理解度が深まったか、また疑問点

や相談が必要かどうか現状と課題についてアンケート調査を行った。 

前年度出席者：54世帯送付 回答数19 

今年度出席者：79世帯送付 回答数38 

【添付資料】 

・送付資料（アンケート用紙、出張説明会チラシ、所有者のいない猫対策ステップ1・2・3、地

域猫活動支援事業申請の手引き、岡山ニャンとかし隊相談会チラシ、所有者のいない猫対策事例

集） 

・ 

②ニーズ調査事業にて「所有者のいない猫対策」への参加希望があった65地域が含まれる新し

い5地域で「所有者のいない猫対策」を開始できるよう、岡山市保健所とともに「所有者のいな

い猫対策セミナー」を開催し、希望があれば「保護・搬送支援サービス」を行なった。 

本年度でモデル事業2年目となり、来年から本事業化に向けて「保護・搬送サービス」の委託化

を検討する材料として、本年度対策講座を行なった参加者に対して前年度と同じく活動推進の

ために事後アンケート調査を行なった。 

・配布資料を精査し、必要な修正を行った 

・所有者のいない猫対策事例集を作成・配布した 

・説明資料を時系列で整理したほか、現場の写真も多用した 

・「所有者のいない猫対策講座」の開催・調整・広報 

【添付資料】 

・打合せ議事録 

・所有者のいない猫対策は人と猫の調和から（活動概要説明パンフレット） 

・所有者のいない猫対策セミナーチラシ 



 

 

・イベント報告書 

・各セミナー事後アンケート集計表 

 

③地域の所有者のいない猫対策協力ボランティアを育成するために、再度岡山市でボランティ

アを募集し、「所有者のいない猫対策ボランティア養成講座」を開催する。 

・「ボランティア養成セミナー」を開催  

・岡山理科大学専門学校、岡山大学での説明会開催を実施した。 

・活動広報のために、環境学習センターアスエコ主催のパネル展に参加した。 

また、将来のボランティア養成のため、岡山大学附属中学校の学生が各団体に訪問する学校行事

キャリアフィールド訪問に参加し、学校やボランティアグループとの連携をはかった。 

【添付資料】 

・ボランティア養成セミナーチラシ 

・猫ネコねこづくし展チラシ 

・イベント報告書 

 

④所有者のいない猫対策が市内で広がった結果、岡山市保健所の地域猫活動支援事業の手術代

一部助成が「所有者のいない猫対策講座」の２回目段階で不足になり、それ以後の対策講座参加

者のために動物病院の協力を得て、1回10匹、実施回数2回合計20匹に対して助成金が出たと

きの同じ条件で不妊化手術をする「所有者のいない猫対策T.N.R.事業」を行った。 

実績：2回実施 不妊化手術合計20匹 

【添付資料】 

所有者のいない猫対策T.N.R.事業パンフレット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業実施経過 

 

  月 日  実施内容 

4月～5月 前年度講座参加者アンケート調査資料作成・送付 

6月6日 岡山大学1年生対象一般教養講義参加 

7月3日 

  7日 

  28日 

所有者のいない猫対策セミナー 岡山理科大学専門学校 

      〃         岡南公民館 

      〃         操山公民館 

8月2日 所有者のいない猫対策セミナー 北公民館 

9月25日 所有者のいない猫対策セミナー 御南西公民館 

10月21日 

 

  22日 

所有者のいない猫対策セミナー及びボランティア養成セミナー 

妹尾公民館 

所有者のいない猫対策T.N.R.事業 動物病院 

12月 8日 

   11日 

   15日 

   23日 

   26日 

理大専門学校学生ボランティア 猫調査現場体験① 北区中原 

岡山大学付属遊学第二学年学生キャリアフィールド訪問受入 

理大専門学校学生ボランティア 猫調査現場体験② 北区中原 

理大専門学校学生ボランティア 猫確定 岡山理科大学専門学校 

所有者のいない猫対策T.N.R.事業 動物病院 

4月～2月 猫の保護・搬送サービス実施 24回 
 

 

 

実施のうえで連携し

た団体とその内容 

 

名称 内容 

岡山県獣医師会 事業協働 

岡山理科大学専門学校 ボランティア参加 

環境学習センターアスエコ 広報宣伝 

  



 

 

 

 

 

 

翌年度以後の予定 

 

■ 次年度に一般施策 

□ 市民協働推進モデル事業として事業を継続し、次々年度に一般施策 

□ 次年度に提案団体の自主事業 

□ 市民協働推進モデル事業として事業を継続し、次々年度の自主事業 

□ その他（                         ） 

具体的な計画があれば記載してください。 
新規に所有者のいない猫対策に取り組み、岡山市保健所の地域猫活動支援事業を
利用する団体等を対象とした補助金制度が創設されることになった。内容は希
望者が上限 2 万円の補助金を利用して岡山ニャンとかし隊をはじめとする市
内の実践団体から「捕獲支援」「搬送支援」や「出張相談」などの支援を受けら
れるようになる。 

また、出張説明会については岡山市保健所から岡山ニャンとかし隊を年間 6回地
域へ講師派遣して実施する準備ができた。 

さらに、岡山市保健所は申請書類の作成代行について委託化を検討している。 
 


